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1. 利用が拡大するモバイル
World Quality Report のご紹介

https://www.capgemini.com/resources/world-quality-report-2015-16

2009年に発行が開始された World Quality Report 
(WQR) は、 業界最大規模の調査研究と、エンター
プライズアプリケーションの品質とテスト
プラクティスの状態に関する市場分析や解説の
最も包括的な情報源として知られています

業界 + 国別に抽出したアウトプット:

業界: 消費者製品、小売、流通; エネルギー事業; 金融; 
政府・公共; 通信・メディア・エンタメ, ハイテク, 
自動車, ヘルスケア

地域: オーストラリア・ニュージーランド;ブラジル;中国;
フランス;ドイツ;ベネルクス; 北米;北欧;英国、東欧
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1. 利用が拡大するモバイル
モバイルのトランザクション量が最も増加している(US金融サービス）
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1. 利用が拡大するモバイル
情報通信機器の普及が全体的に飽和状況の中、スマートフォン保有が急速に増加し6割を超える（日本）

• 平成26年末の情報通信機器の
普及状況をみると、「携帯電
話・PHS」及び「パソコン」の
世帯普及率は、それぞれ
94.6％、78.0％となっている。

• 「携帯電話・PHS」の内数で
ある「スマートフォン」は、
64.2％（前年比1.6ポイント増）
と急速に普及が進んでいる
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出典：総務省「平成26年度通信利用動向調査」
http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/statistics/statistics05.html
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1. 利用が拡大するモバイル
日本では３GとLTEのユーザーを加えると83.6％のユーザーが高速通信が可能な環境を有している（日本）
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携帯電話回線（2G） 携帯電話回線（3G） 携帯電話回線（LTE） 出典：平成26年3月 総務省情報通信国際戦略局情報通信経済室
『ＩＣＴの進化がもたらす社会へのインパクトに関する調査研
究の請負 報告書 』

％

• 日本はLTE利用者が42.4%と、最も高く
なった韓国（61.1%）に次いでいる。
両国は3G回線よりLTEの利用者が上回る
状況にある。

• シンガポールや米国でもLTEがそれぞれ
28.1%、34.6%と、3割前後となり、
利用者サイドからみても、各国において
高速モバイル回線の利用が進みつつ
あることがわかる。
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2. モバイルアプリを取り巻く環境
ビジネス・テクノロジ・ユーザーの視点で何がおこっているか。

ビジネスにおける
モバイルアプリ利用

の拡大

ビジネス要件の頻繁な変更

高度なユーザー体験の追求

テクノロジの
多様性拡大

デバイスやＯＳの頻繁な投入、更新

インフラ環境（通信、連携サービス）

BYODによる多種多様なアプリ混在

ユーザーの
利用の多様性

利用者の予測不能な挙動

オムニチャネルでのサービス提供

市場投入時間の短縮要請
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2. モバイルアプリを取り巻く環境
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オムニチャネルでのサービス提供

市場投入時間の短縮要請

要件の変更対応やテクノロジの変化への対応に関してはフォーカスが拡大している。

出典：『World Quality Report 2015-16』
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2. モバイルアプリを取り巻く環境
テストの実施は一般的になっており、環境や時間の確保に焦点が当たっている。
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出典：『World Quality Report 2015-16』
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2. モバイルアプリを取り巻く環境
ビジネスの要件とユーザーの体験のテストに課題を持っている。
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出典：『World Quality Report 2015-16』



© Copyright 2015 Hewlett-Packard Development Company, L.P.  The information contained herein is subject to change without notice.11

2. モバイルアプリを取り巻く環境
複数プラットフォームやビジネス要件への対応に注力している。
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モバイルインターフェースのデザイン
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Source: CEB Enterprise Architecture Executive Council: Designing Mobile Architectures Peer Polling Results Nov 2011 Source: www.appannie.com

US金融サービスのモビリティにおける課題
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3. モバイルアプリにおける
課題と解決策
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3. モバイルアプリの課題
モバイルアプリの現状と計画・開発／テスト／運用における課題。

ビジネスにおける
モバイルアプリ利用

の拡大

ビジネス要件の頻繁な変更

高度なユーザー体験の追求

テクノロジの
多様性拡大

デバイスやＯＳの頻繁な投入、更新

インフラ環境（通信、連携サービス）

BYODによる多種多様なアプリ混在

ユーザーの
利用の多様性

利用者の予測不能な挙動

オムニチャネルでのサービス提供

市場投入時間の短縮要請

 要件の把握と追跡性

 変更への迅速な対応

 小規模単位の開発

 全てのテストの実行

 テスト環境の整備

 ユーザー体験の検証

 ユーザー体験の捕捉

 利用環境の把握

 イベントの記録

モバイルアプリを取り巻く環境 課題

計画・
開発

テスト

運用
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運用

テスト

モバイルアプリの課題

 ユーザー体験の捕捉 （高度なユーザー体験への追求と把握）

 利用環境の把握（多様なデバイスやOS、多様なアプリ混在）

 イベントの記録（利用者の予測不能な挙動）

 全てのテストの実行（ビジネス要件への追従)

 テスト環境の整備（多様なデバイス/OS、インフラ）

 ユーザー体験の検証（高度なユーザー体験の検証）

 要件の把握と追跡性（ビジネス要件の頻繁な変更）

 変更への迅速な対応（利用者の予測不能な挙動）

 小規模単位の開発（市場投入時間の短縮要請）

計画と開発
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伝統的な開発標準の限界

Source: Gartner Press release August 14, 2014  http://www.gartner.com/newsroom/id/2823619

“デスクトップのアプリで使用された伝統的な開発標準はモバイルアプリでは
通用せず、企業は代替策としてアジャイル開発に適応せざるを得ない”

http://www.gartner.com/newsroom/id/2823619
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アジャイルによるモバイル開発課題への対応

• 要件の把握と追跡
性（ビジネス要件
の頻繁な変更）

• 変更への迅速な対
応（利用者の予測
不能な挙動）

• 小規模単位の開発
（市場投入時間の
短縮要請）

見積もりと優先順位付け
されたバックログ

反復型開発

デイリースクラムと
タスクボード

タイムボックス

反復的短期開発サイクルと継続的デリバリ

要件の継続的な管理と優先順位付け

進捗報告と課題の共有のための朝会

作業のための時間枠を設定し、その間は

割り当てられた作業に集中
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運用
 ユーザー体験の捕捉 （高度なユーザー体験への追求と把握）

 利用環境の把握（多様なデバイスやOS、多様なアプリ混在）

 イベントの記録（利用者の予測不能な挙動）

モバイルアプリの課題と解決策

テスト

計画と開発

 全てのテストの実行（ビジネス要件への追従)

 テスト環境の整備（多様なデバイス/OS、インフラ）

 ユーザー体験の検証（高度なユーザー体験の検証）

 要件の把握と追跡性（ビジネス要件の頻繁な変更）

 変更への迅速な対応（利用者の予測不能な挙動）

 小規模単位の開発（市場投入時間の短縮要請）

アジャイル方法論
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モバイルテストにおける考察

機能
•機能検証

•スモーク/ 再帰 テスト

•オフラインアクセス

•異常系テスト

非機能
•通信レベル/ 切断

•通信規格 (3G/4G)

•周辺機器

相互運用性
•音声通話 / SMS

•プッシュ通知 / Popup

•バッテリー取外し

メモリリーク
•メモリ使用量

•メモリリーク

•メモリ開放

パフォーマンス
•CPU 使用量

•ネットワーク使用量

•ページレンダリング

使い勝手
•ユーザー体験

•競合分析

•専門家によるレビュー

•ベータテスト

インストール
•新規インストール

•削除 / 再インストール

•更新

セキュリティ
•OWASP 脆弱性

•動的行動解析

•静的コード分析

•データ暗号化

言語
•ローカライズ

•イメージ／文字 配置

•通貨, タイムゾーン

どれをテストする?

どの範囲で?
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テスト管理の整備

ビジネス
プロセス定義

ビジネス要件

テスト戦略

テスト要件

テスト結果
分析

ユース
ケース定義

テスト実行

テスト作成

キャパシティ
管理

キャパシティ
計画

テスト実行

テスト作成

アプリ開発

要件管理 品質の最適化 パフォーマンス最適化

 機能

 使い勝手

 相互運用

 負荷

 パフォーマンス

 ネットワーク

モバイル
プラット

フォーム要件

Input?
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モバイルテストラボ

テストデバイスの
喪失/欠損

テスト環境の不備によって起きる
モバイルアプリのリリース遅延

デバイスの独占の結果
重複購入

リモートアクセス可能なモバイル

テストラボで集中的テストデバイス管理
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モバイル機能テストの自動化
テストフロー

ログイン

• 認証方式の選択

• 情報の入力

取引メニュー確認

• メニュー選択(タップ) 

口座のチェック

• 口座金額の確認

手動テスト

仮想キーボード

スクリーンタップ

目視

18,796 もの異なった種類の
デバイスがインターネット
に接続している(14/08時点)

今日モバイルテストの

自動化は必須
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モバイルパフォーマンステストの自動化

ネットワークアプリ サーバー データベース

大規模なユーザー接続状況を
シミュレート

負荷がかかった状態でアプリの挙動を計測

手動によるパフォーマンス

テストは既に不可能
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ネットワークの考慮

アプリ サーバー データベース

From Oversea

3G
4G

LTE-A

WiFi

ネットワークk

ネットワーク環境の考慮は

パフォーマンステストには不可欠
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モバイルアプリの課題と解決策

運用

テスト

計画と開発

 ユーザー体験の捕捉 （高度なユーザー体験への追求と把握）

 利用環境の把握（多様なデバイスやOS、多様なアプリ混在）

 イベントの記録（利用者の予測不能な挙動）

 全てのテストの実行（ビジネス要件への追従)

 テスト環境の整備（多様なデバイス/OS、インフラ）

 ユーザー体験の検証（高度なユーザー体験の検証）

 要件の把握と追跡性（ビジネス要件の頻繁な変更）

 変更への迅速な対応（利用者の予測不能な挙動）

 小規模単位の開発（市場投入時間の短縮要請）

アジャイル方法論

モバイルテスト管理プロセス

モバイルテストラボ

モバイルテスト自動化
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Input! to Dev & Test

“本当の”ユーザー体験の計測

どんな種類のデバイス?

OS とファームウェアのバージョン?

アプリはいつクラッシュした?

アプリの典型的ユースケース?

リソース利用状況? ページロード時間?

ユーザーのアプリ使用方法

の洞察を獲得
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予測的なモバイルアプリのモニタリング

Device Network Server

iPhone 6 SGP – Singtel 12.34.56.78

LG G3 SGP – Singtel 12.34.56.79

Galaxy S5 SGP – StarHub 12.34.56.77

モバイルデバイスを予測的

にモニタして迅速に対応

更新後のエラー

機能の欠損

特定のデバイス
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モバイルアプリの課題と解決策

運用

テスト

計画と開発

 ユーザー体験の捕捉 （高度なユーザー体験への追求と把握）

 利用環境の把握（多様なデバイスやOS、多様なアプリ混在）

 イベントの記録（利用者の予測不能な挙動）

 全てのテストの実行（ビジネス要件への追従)

 テスト環境の整備（多様なデバイス/OS、インフラ）

 ユーザー体験の検証（高度なユーザー体験の検証）

 要件の把握と追跡性（ビジネス要件の頻繁な変更）

 変更への迅速な対応（利用者の予測不能な挙動）

 小規模単位の開発（市場投入時間の短縮要請）

アジャイル方法論

モバイルテスト管理プロセス

モバイルテストラボ

モバイルテスト自動化

本当のユーザー体験を計測する
予測的なモニタリング
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ネットワーク

仮想化

モバイルテスト

ラボ

パフォーマンス

テスト自動化

エンド

ユーザー体験

プロセス

モニタリング

機能テスト

自動化

テスト

プロセス管理

アジャイル方法論

HP モバイルソリューション

運用

テスト

計画と開発
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ネットワーク

仮想化

HP Network 

Virtualization

モバイルテスト

ラボ
HP Mobile Center

パフォーマンス

テスト自動化
HP LoadRunner

エンド

ユーザー体験

HP AppPulse

Mobile

プロセス

モニタリング
HP BPM

機能テスト

自動化
HP UFT

テスト

プロセス管理

HP ALM

w/ Sprinter

アジャイル方法論
Dev Tools

(IDE, CI, SCM..)
HP Agile Manager

HP モバイルソリューション

運用

テスト

計画と開発
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Thank You


